
 

   

  

あ え て  結 果 に こ だ わ る ！ 
http://www2.wakayama-wky.ed.jp/nagusa/ 

 

２月 行事予定 
日 曜 行 事 等 日 曜 行 事 等 

1 水 子ども見守り強化の日 委員会 15 水 子ども見守り強化の日 クラブ（見学） 

2 木 
English day（3・4年） なかよし学級豆

まき大会  名草山登山（２・５年）    
16 木 

授業参観 学級懇談会 

学校関係者評価委員会 

3 金 

市立博物館見学（３年）午前中 JA調理体

験（５年） 名草山登山（１・６年）   

カウンセラー 

17 金 
幼稚園・保育所・小学校１年交流会    

カウンセラー 

4 土 

後期学校美術展（和歌山館）       

書初競書会中央展示（印南町体育館）    

和歌山市PTA 研修会 市民会館 

19 日 市町村対抗駅伝 

5 日 
後期学校美術展（和歌山館）       

書初競書会中央展示（印南町体育館） 
22 水 委員会（引継） 

６ 月 歯ピカ週間 23 木 お茶会（なかよし） 

8 水 クラブ  24 金 お別れ遠足（６年） 

9 木 健康貯金～１３日 25 土 書初競書会中央展和歌山支部展（市民会館） 

11 土 建国記念の日 26 日 書初競書会中央展和歌山支部展（市民会館） 

13 月 給食費振替日 

14 火 新入児保護者説明会１４：００受付 

 ３学期の始業式で、子どもたちに、「そうじをがんばってみましょう」と呼びかけていま

す。教育は「結果ではなく過程が大切」と言われるものですが、そうじはそれに反して結果

が重視されるものです。そうじをしたことは大切ですが、結果が汚い状態では、許されませ

ん。そうじをした場所がきれいな状態でないとそうじができたとは評価されません。時間内

に効率よくできるだけきれいにするために、何から取り掛かりどこで終わるのかを見通し

て取り組む必要があります。 

その前に、そうじの仕方や用具の使い方を指導することは言うまでもありません。小学校

では、いまだに、ほうきとちりとり、雑巾でそうじをしています。今の保護者の皆さんは、

実際に自宅のそうじではそういうものをお使いではないかもしれません。そうすると子ど

もたちもそれらの使い方が分からないまま入学してきます。ほうきをモップのようにして

掃いている子どもも見かけるようになっています。 

私は今、玄関のそうじを５年生の子どもと行っています。私の考え方は先ほど書いた通り

ですので、誰が何を担当するのかを決めることなく、子どもの人数分のほうきと雑巾を用意

しています。そして、前のそうじの時間でうまくいかなかったところを子どもたちに話させ

てそうじを終わるようにしています。毎日必ずしなくてはいけないそうじの内容とともに、

余裕があるときに少しずつ自分なりの工夫を入れられるように指導を行っています。 

社会に出た場合には、最終的な結果を予想して、そうなるように自分で工夫して効率よく

仕事をこなすことが必要になってきます。その素地を育てているのが小学校の教育ではな

いかと考えているのです。今回は、「あえて結果にこだわり」そして『そうじ』に焦点を当

てて取り組んでみたいと考えています。 

                          （校長 鈴木 英樹） 
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餅つき大会ありがとうございました           
１月１５日（日）に育友会主催で

餅つき大会を実施しました。７０ｋ

ｇのもち米を蒸して、２５臼分つき

ました。当日は特に風が強く、寒さ

が厳しい中で、子ども保護者、地域

の皆さんで１５０人ほどの方が集ま

っていただけました。「つく人」「こ

ねる人」「食べる人」とそれぞれに

役割分担していただき、楽しく終わることができました。 

ご協力いただいた民生委員の皆様本当にありがとうございま

した。 

 

 

「食」を学ぶ！「食」で学ぶ！  

                   ～はばたく紀の国テレビ収録から～  

 「食」を通して子供たちが地域の特産物や地域に根ざした食文化について学ぶということを

目的として教育テレビの収録がありました。4年生では 2学期 12月ごろから 3学期 1月にか

けて社会科の授業で和歌山県の農林水産業について学習する時間があります。 そこで、4年

2組で「和歌山県の食べ物地図を作ろう」という題材で県の白地図に食べ物を貼っていきまし

た。  海・山に囲まれた和歌山県には海の幸、山の幸、果物大国と言われるくらいにたくさんの

果物などの特産物があります。学校給食では梅干し、鯖、みかんが県より提供されています。

地産地消の日では平種柿を使った「柿なます」などがあります。また 1月 24 日からは学校給

食週間で梅酢やジビエ、とふの粉(高野豆腐の粉)、ほねく天などを使った献立を取り入れ特産

物や食文化について給食からも学んでほしいと願って

います。  

 1 月２３日収録の日の献立は 「ごはん･鯨肉の竜田揚

げ･すろっぽ大根･けんちん汁･牛乳」です。 太地町の鯨

肉の竜田揚げや毛見・布引地域に昔から伝わる 「すろ

っぽ大根」と和歌山の食文化を伝える献立でした。   

 

【「はばたく紀の国～教育は今～」放映日は 3月 19 日 AM10 時 30 分から 10 時 50 分】  

栄養教諭 湯川 真里 

                                 

（家庭数配布） 


